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　種類の芳香族化合物，，，，を含むエーテル溶液を下図にしたがい，①

～④に分離した。以下の問いに答えよ。ただし，化合物は室温でのニトロ化により

合成されたため，おもに種類の異性体  と  として存在しているものとする。

　化合物  と  は炭素，水素，酸素，窒素からなる分子量以下の化合物で

　ある。化合物を完全に燃焼させると，二酸化炭素と水

　を生じた。また，元素分析を行ったところ，化合物は質量比で窒素原子を

　含んでいることがわかった。化合物の分子量および構造式を書け。

　，，，

　化合物は①～④のいずれに移行するか，その番号を書け。

　融点℃の化合物は無水酢酸と反応して分子式    の化合物となった。ま

　た，融点℃の化合物にメタノールと硫酸を反応させることにより安息香酸メチ

　ルを得た。化合物と化合物が②に移行した状態の名称を書け。なお，化合物

　はオルト置換体であることがわかっている。

　化合物は③に分離された。また，③の前段階の水層には化合物   

　として存在していた。化合物の名称を書け。

　化合物  にスズ，塩酸を反応させることにより，メチルアニリン塩酸塩を生成し

　た。そのメチルアニリン塩酸塩に水酸化ナトリウム水溶液を反応させると，分子式

　   の化合物を生じた。化合物に亜硝酸ナトリウム水溶液，塩酸を反応させ

　ると，化合物を生じた。さらに，化合物に化合物を反応させると，化合物

　を得た。化合物の構造式を書け。ただし，化合物  とは，で解答した  の

　構造式と一致しているものとする。
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